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ち死者・行方不明 1,307人を失い，浸水面積は全宅地の 52％，中心市街地の 98％に達した．


























































































































































































































































　町内に 48か所の仮設集会所が設置（本調査地域内は 43か所）され，仮設住宅支援員 3）が鍵と
利用スケジュールの管理を行っている．かれらが，仮設住宅団地の見守り，住民への声掛けや情
報提供，暮らしの困りごとを関係機関につなぐ，などの役割を担っている．



























































































は 76人であった（複数回答）．現在の住宅の内訳は，仮設住宅生活者が 49人，持ち家 39人，公
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